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１．バイオマス発電の動向

２０２２年度から、売電収入に「プレミアム（補助金）」を
上乗せした金額が売電事業者に支払われるフィード・イン・
プレミアム（FIP）制度開始

 FIT制度が認められる区分でも地域活用要件が課せられるよ
うになった

（1）自家消費型・地域消費型の地域活用要件

30％以上の自家消費or50％以上を地域へ供給or熱利用

（２）地域一体型の地域活用要件

自治体内への供給or自治体自ら実施または直接出資or
自治体が実施または直接出資する電気事業者に供給
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FIT/FIPの入札対象
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バイオマス燃料価格の高騰

ウクライナ危機や円安の影響でエネルギー価格が高騰

ウッドショックの影響などもあり、バイオマス燃料価格も
高騰

・ウッドショックでバイオマス材の一部がB材工場へ？

・製紙用輸入チップの価格が高騰、製紙会社が国内の
チップを調達

２０２２年１２月、朝来バイオマス発電が稼働を停止

バイオマス燃料価格は上がるが、FITの買取価格は固定の
まま
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バイオマス発電の稼働状況

6

出所：日本木質バイオマスエネルギー協会 23.1 燃料の調達状況に関する臨時アンケート



バイオマス
持続可能
性ワーキン
ググループ
における検
討結果

出所：令和5年度
以降の調達価格
等に関する意見
に一部加筆
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バイオマス発電のライフサイクル温室効果ガス
規定値
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出典：経済産業省 バイオマス持続可能性ワーキンググループ第21回会合資料3等よりNPO法
人バイオマス産業社会ネットワーク作成

  



持続可能性基準に関する課題

木質バイオマスについての詳細な基準が未整備

木質バイオマスについての認証の検討

 2029年度まで化石燃料発電の50％減、2030年度以
降70％減の基準では不十分

大半のFITバイオマス発電は2022年以前の認定であり
、GHG基準は努力義務

国産間伐材でも効率が悪いと基準を満たせない

→熱電併給、熱利用に
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新規燃料

 EFB（パーム椰子果実房）、ココナッツ殻、カシ
ューナッツ殻、くるみ殻、アーモンド殻、ビスタチ
オ殻、ひまわり種殻、コーンストローペレット、ベ
ンコワン（葛芋）種子、サトウキビ茎葉、ピーナッ
ツ殻、カシューナッツ殻を油2023年度からFIT・
FIP制度におけるバイオマス発電の新規燃料として
認める

新規燃料の保管 カビの発生や悪臭、降雨後の汚水

検疫についても注意が必要
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バイオマス石炭混焼の問題点

1）バイオマス混焼が、石炭火力の延命につながる

2）大量のバイオマスが必要であり、持続可能な方法で
調達することが困難

3）熱利用の方が温暖化対策効果が高く、希少価値があ
る
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再生可能エネルギー固定価格買取制度
（FIT）バイオマス発電の概況
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FITにおけるバイオマス発電の稼働・認定状況（新設）２０２２年末

※認定の８割、
稼働の2/3が
輸入バイオマスを
主な燃料とする
一般木材

2000kW未満 2000kW以上
稼働件数 244 71 47 80 7 137 586
認定件数 305 185 61 177 12 160 900
稼働容量kW 87,310 50,160 438,930 2,989,526 121,056 461,117 4,148,100
認定容量kW 134,610 147,871 548,660 6,716,383 175,511 619,602 8,342,638

メタン発酵
未利用木質

一般木材 リサイクル木材 廃棄物 合　　計



・伸びが鈍るPKS、前年比４割増の木質ペレット
・ペレットでは米国産が伸長、今後さらに拡大の見通し
・価格も高騰
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・資源エネ庁のサイトで運転開始報告年月も閲覧できるように

・小規模と大規模に二分 小規模では熱利用を計画する例が増加
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カナダの木質ペレット生産の課題

木質ペレット２番目の輸入国

世界的にも貴重な生態系、樹齢２００年の老齢林等が伐
採され、ペレット工場に

カナダ国内でも原生林伐採の大規模な反対運動

天然林伐採の後、植林されるが炭素蓄積は大きく減少
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米国のペレット産業の課題

米国ペレット産業 エンビバ社、ドラッグ社が次々大規
模なペレット工場を計画・稼働

日本企業と2025年に350万トン供給の長期契約＋
500万ｔ

ペレット工場周辺では広葉樹が純減

生物多様性ホットスポットでの伐採

ペレット工場の公害
問題：騒音、悪臭、
大気汚染

今後、ブラック
ペレットなどさらに
需要拡大か？
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エンビバ社ペレット工場
ノースカロライナ州アホスキー 41万トン/年

エンビバ社ペレット工場
ノースカロライナ州サウザンプトン 76万トン/年

フロリダ州ペレット工場に搬入される木材
コットンデイル

ドラックス社ペレット工場
ミシシッピ州グロスター ５０万トン／年

エンビバ社ペレット工場
フロリダ州コットンデイル78万トン/年



保護されている天然林
ノースカロライナ州アルベール湾沿い

マツ植林地 アラバマ州

二次林（広葉樹）ミシシッピ州
マツ植林地②フロリダ州マツ植林地②ミシシッピ州マツ植林地 フロリダ州

©Iinuma Sayoko

広葉樹 ミシシッピ州



エンビバ社ペレット向け伐採跡地

伐採跡地 ノースカロライナ州

ミシシッピ州

ミシシッピ州

ノースカロライナ州ジャクソン近く

ミシシッピ州



ノースカロライナ州ペレット工場近隣住民

ミシシッピ州ペレット工場の
敷地に隣接する民家

ミシシッピ州ペレット工場周辺住民



エンヴィヴァ（Enviva）社のペレット工場（ノースカロライナ州アホスキー）
写真：Marlboro Productions 出所：前出に同じ
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２．バイオマスの産業用熱利用

 ２０２３年1月、ドイツバイオマスリサーチセンターのレン
ツ博士、資源エネ庁省エネ課総括係長中嶋氏、辻製油
会長、東北大学中田教授らが出演し、国際シンポジウ
ムを開催
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ドイツではバイオマス利用を電力から産業へシフト

産業用の中高温熱を供給できる再エネはほぼバイオマス
のみ

２０５０年カーボンゼロに向けた詳細なシナリオ 24



 省エネ法が改正され、非化石燃料を位置づけ

 バイオマス熱利用への助成も強化
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省エネ診断事業を拡充

省エネ診断・アドバイスを行える専門人材の育成

バイオマス熱利用にも適用できるのでは
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農都会議バイオマスアカデミーBP研蒸気ボイラー
分科会の活動

産業用バイオマスボイラー推進へ向けての提言活動等
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辻製油の事例

三重県松坂市で食用油を製造

２００７年より地域材で18t/hのバイオマスボイラー
を導入 そろそろ償却が終わる

廃熱でトマト栽培
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パネルディスカッションでの議論

産業界がバイオマスボイラーに安心して投資できるよ
うに促すことが重要

日本は人材育成、バイオマス燃料規格の普及が課題

 FITバイオマス発電に燃料が集中

工場にバイオマスボイラー導入を支援するエネルギー
サービス会社の育成が重要

長期的視野に基づくルールが必要
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ヨーロッパにおけるバイオマス及び廃棄物熱の
産業利用

熱供給会社がバイオマスボイラーで産業用熱を供給

（オーストリア）

廃棄物焼却熱をソーダ工場に蒸気を供給（ドイツ）

廃棄物熱処理工場の熱を複数の化学工場に供給
（ベルギー）
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バイオエネルギー・ヴォルフスベルク社
BIO ENERGIE WOLFSBERG EGEN

■バイオマス熱を売る地域エネルギー会社

■コールバッハボイラーユーザー 800ｋW、
1,000ｋW、1,500ｋW

■地元の材を使った地域熱供給、産業用熱供給事業

■2007年に地域熱供給を開始

■10ｋm圏内で燃料調達 環境、持続的、地域

■直接林家から購入 2/3は25軒の協同組合から

チッパーはレンタルで

チップ購入価格90ユーロ／dry-t

湿潤含水率40％程度

■年４回のメンテ これまで大きなトラブルはない
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熱供給会社がバイ
オマスボイラーで
産業用熱を供給
燃料となるチップ
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トラックからのチップ搬入口

コールバッハ社
ホイラー
産業向高温温水
（90℃）を供給

同社の高温
水を利用し
ている食品
加工工場



EVZA熱処理・リサイクルプラント
REMONDIS

シュタースフルト市（ライプツィヒから約50km）
廃棄物焼却施設からソーダ工場へ
蒸気を供給

■２つの焼却ライン 約６０名を雇用

■家庭・業務・産業廃棄物
約38万tをサーマルリサイ
クル

■鉄道、道路で廃棄物を輸送

■プラント効率60～80％

■プロセス蒸気 55.6MW

■発電出力 23MW

■最大265,000MWh/a 23bar
ソーダ工場向けプロセス蒸気
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ソーダ工場（ソーダーヴェルク・シュタースフルト）

 蒸気温度 ４００℃

 重ソーダ灰（ガラス工業、化学工業の基材）
生産
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ベルギー アントワープ ECLUSE

 廃棄物熱処理工場であるIndaver/SLECOと、Waasland港にある
多くの企業を結ぶ蒸気・復水配管のネットワーク。各企業はそれぞ
れのニーズに応じて熱を購入することができる。

 160MW、高圧（40バール）・高温（400℃）の過熱蒸気 10万
トンのCO2削減

 パイプラインの長さは約5km 原則10年間の購入を契約

 ADPO、Ashland、Monument Chemical、Ineos Phenol、
Lanxess、主に化学工場が蒸気を生産工程で利用

 グリーン熱であることを強調
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写真：ECLUSE Website

https://www.ecluse.be/homepage/



表：コールバッハ社ボイラーの導入事例
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会社・組織名 国名 業 種 用 途 熱媒体 燃料 
ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲ

ﾗｰ規模

COOP Gen     スイス 食品・飲料
大規模ベーカリー用オーブン
の加熱

熱媒油
生の木質残渣チップ、
穀物屑

2,700kW

Habermaaß GmbH ドイツ 家具・玩具 加工用熱 過熱水 廃材チップ
2,000kW×2
台

Stadtwerke Fürstenfeld 
Bruck - Energie 
Zentrale West

ドイツ
産業用温冷熱供
給

吸収式冷凍機、産業用地域
冷熱グリッド

過熱水駆動吸収
式冷凍機

剪定枝チップ 3,000kW

Multicolor GmbH ドイツ  着色および塗装
塗布型表面コーティング用
生蒸気および電力

過熱水蒸気と電
力

建設廃材 2,500kW

Steinicke GmbH ドイツ 食品および飲料
ハーブの乾燥、包装資材の
殺菌

飽和蒸気 建設廃材 8,000kW

6 Leiber GmbH   ドイツ 食品および飲料
酵母製品の製造のための
乾燥・殺菌・調整用蒸気

飽和蒸気 建設廃材 9,000kW

Scherzer Gemüse
Nürnberg 

ドイツ 温室
温室の加温および地方空港
の暖房

温水と電力 建設廃材 
5,000kW×2
台

Bimmerle Private 
Distillery 

ドイツ 酒類蒸留所 酒類蒸留所工程の生産熱 飽和蒸気
林地残材チップ、サク
ランボの種

2,000kW

Nc'Nean Distillery イギリス 
ウイスキー蒸留
所

ウイスキー蒸留工程の生産熱 飽和蒸気 生チップ 800kW

Hochdorfer 
Kronenbrauerei 

ドイツ 醸造所 ビール醸造用蒸気 飽和蒸気
地域の林地残材チッ
プ

Ketterer Brauerei ドイツ ビール醸造所 ビール醸造用蒸気 飽和蒸気
地域の林地残材チッ
プ

1,200kW

提供：コールバッハ社



会社・組織名 国名 業 種 用 途 熱媒体 燃料 
ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞ
ｲﾗｰ規模

Namibia Breweries    ナミビア ビール醸造所 ビール醸造用の過熱水 過熱水
農場から出る木質
チップ

5,000kW

Greenspark / 
Parkers Nurseries   

イギリス 温室 温室用の熱と電力 温水と電力 
生チップ、建設廃
材

5,140kW

Top Clean 
Textilreinigungs
GmbH  

ドイツ ランドリー
産業用ランドリー向け
蒸気

飽和蒸気 木質ペレット 2,000kW

Heizwerk Uri AG スイス
産業用温冷熱
供給

地域産業向けのグリッド
経由の蒸気供給

飽和蒸気
地域の林地残材
チップ

3,000kW

Ligna d.o.o.   
クロアチ
ア

木質ペレット
木質ペレット製造のため
のベルト乾燥

温水と電力 製材端材チップ 5,140kW

Arco Clean Energy 
GmbH  

ドイツ
醸造所および地
域熱供給

ビール醸造用の蒸気
および地域熱供給用熱

飽和蒸気
地域の林地残材
チップ

1,500kW

Steinwerke Kaidar   ドイツ 建築資材
石灰石・ドロマイト製造
用乾燥機

熱風
地域の林地残材
チップ

該当なし

Drvenjaca d.d 
Fuzine 

クロアチ
ア

建築資材
石灰石・ドロマイト製造
用乾燥機

熱媒油および
熱風

剪定枝チップ 6,000kW

Moßandl ドイツ 建築資材 建材用砂の乾燥 熱風 建設廃材 該当なし

シムライズ 
マダガ
スカル

食品と飲料
バニラエッセンスおよび
フレバー製造向け生蒸
気

飽和蒸気 剪定枝チップ 1,000kW38

提供：コールバッハ社



木質バイオマスボイラーの規制緩和

 温水ボイラーの規制が緩和

 日本木質バイオマスエネルギー協会「木質バイオマス熱利用
（温水）計画実施マニュアル（基本編、実行編）」を刊行
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加藤鐵夫氏提供



地域エネルギーサービス会社

バイオマスボイラーの導入支援を行うエネルギーサービス会
社の事例が増加

北海道紋別市市営温水プールにチップボイラー導入

カゴメ：野菜の残渣をメタン発酵し、蒸気を生成、加熱・殺
菌・工程で利用

バイオマスアグリゲーション 対馬市で地域エネルギー会社
事業
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３．国際的動向

 世界のバイオマス利用は増加傾向

 EUで森林バイオマスを燃料とする
発電を原則補助金対象から外す

 EU森林破壊のないサプライチェーン

に関するEU規制

 国際民間航空機関（ICAO）による
カーボンオフセットおよび削減スキーム
２０２７年から持続可能な航空燃料（SAF）等の利用に
よるカーボンオフセットが義務付けられる

 ベトナムのAVP社らがFSC認証偽装
41



４．国内の動向

 ２０２０年の日本のバイオマスエネルギー利用量は原油換算1,766
万ｋｌで一次エネルギー供給量46,395万klに占める割合は3.8%

 木質チップの利用料は2.7％増加。林地残材等が建設廃材由来チ
ップを超える

 2023年5月、GX推進法が成立

 金融庁、グリーンウォッシュ対策として、ESG評価・データ提供機関
に係る行動規範を公表

 脱炭素化支援機構が設立

 エネルギー供給構造高度化法に基づくバイオ燃料基準が改定

 クリーンウッド法が改正 義務化へ

 2022年6月、改正建築物省エネ法が公布

 木質バイオマス発電をめぐる木材の需給状況に関する実態調査
＜通知に対する改善措置状況（フォローアップ）の概要＞を公表
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国内の利用動向・事例等

 地域新電力が一般廃棄物処理施設の電力を公共施設で使
う動きが活発化

 石川県農林総合センターほか バイオマスボイラーから出る
灰を肥料原料として再利用

 エコマークは、合成燃料（バイオディーゼル・GTL燃料）を対
象とする認定基準を制定

 輸送部門、建機などでバイオ燃料利用が増加

 パーム油発電の停止

 バイオマス発電関係で火災が多発

JWBA木質バイオマス燃料（チップ・ペレット）品質規格 民生用、産業用、木質ペレット燃料の安全な取

扱い及び保管 https://jwba.or.jp/woody-biomass-energy/woodbiomass-fuel-quality-standard/

 庄原市の住民訴訟 43



木質ペレットの扱いについて

 自ら発熱し自然発火することがある

 （輸送時に雨がかかるなどして）濡れると、

メタンガスが発生し、発火する危険が増す

 消防法 自治体が指定すれば規制対象

44



45

袖ケ浦バイオマス発電のペレットサイロ

仙台蒲生バイオマス発電のサイロ



今後の主な課題など

 FITでGHG基準が施行され、国内未利用材のトレーサ
ビリティがより求められる

米国からの木質ペレットが増加

カナダの天然林由来ペレットの問題

新規燃料は？

ブラックペレットの利用拡大：持続可能性への配慮が
必要

 GHGプロトコルにおけるバイオマスの扱い

産業用熱利用へのシフトは？

木質ペレットの保管上の課題

新規燃料の保管上の課題
46



●最新図説 脱炭素の論点2023-2024 旬報社
共生エネルギー社会実装研究所 堀尾正靱、秋澤淳、歌川学、重藤さわ子編著
39人の専門家が脱炭素の各テーマに

●テーマで追及 世界の食・農林漁業・環境３ ほんとうのエコシステムってなに？ 農文
協 二平章・佐藤宣子編著
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